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2.  主旨

3．その他

　2009年に発明されたディジタル通貨Bitcoinとその基盤技術であるブロックチェーン技術は、インター
ネットが通信と情報流通のあり方を大きく変えたのと同じように、価値、権利など様々な状態に関する情報の
管理と利活用のあり方を変える技術として、近年大きく注目されている。米国を中心として、ブロックチェー
ンの応用が活発に提案され始め、国内外でブロックチェーンの応用を検討する取り組みが、金融業界、産業界
をはじめとして始まっている。
　一方で、ブロックチェーン技術は、安全性検証やスケーラビリティの確保、プライバシ保護などについて学
術的な検証がなされる前に、産業界でビジネス適用が始まってしまっている。そのため、社会基盤となるため
には、産業界が想定するブロックチェーン技術の適用方法を踏まえて、学術的に信頼できる研究と検証を行う
ことが急務である。
　そこで、本特別研究会では、大学などの研究機関と産業界の研究者の参画により、ブロックチェーンの活用
が有効な領域を検討した上で、ブロックチェーン技術を新たな社会基盤とするための技術的要件の検討と、そ
の技術的要件を満たす技術に関する研究を行い、研究成果の共有と議論、今後の研究課題の洗い出しを行う。
研究の実施においては、米国をはじめとした海外の研究動向を共有し、国際的なプロジェクトとの連携も積極
的に検討する。

参　加　費：賛助員の場合　：40万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：50万円
定　　　 員：最小２社
運 営 方 法：年５回程度の研究会を開催する（平成28年度は２回）。研究会では、国内外の関連分野の研究者・
　　　　　　 企業研究者からの講演・研究発表、および意見交換を行う。議論を通じ、最新の研究成果の共有
　　　　　　 のみならず、関連分野における今後の研究課題の洗い出しを行う。
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